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2B11 未来へつなぐ 蛍光 管 リサイクルへの 挑戦 

0 山田建夫 ( ジェイ・リライツ ) 

1 , 概要 

当社は、 九州電力バループ 新規事業としてここ 北九州市エコタウン 内の総合コンビナートに 位置し 、 

使用済み蛍光管を 自治体や企業から 回収して分別・ 破砕した後、 ガラス、 金属、 蛍光体、 水銀等に分け、 
洗浄・乾燥等を 行ない再資源化を 図るとともに、 これらの原料を 利用してリサイクル 蛍光 管 として再生 
させる事業を 行っています。 

日本では毎年 4 億本以上の使用済み 蛍光 管 が排出されています。 そのほとんどが ゴさ として焼却ま 
たは埋め立て 処理されています。 全国に使用済み 蛍光管を処理する 会社は数社あ りますが、 処分するこ 
とが優先され、 一部の材料が 路盤材やガラスウールに 再利用されているのみです。 これでは、 本当の意 
味のリサイクルでは 無く、 資源循環型社会の 形成としては 不満足なものです。 また蛍光灯には 微量なが 
ら水銀が含まれています。 蛍光灯を安易に 処分すると水銀ガスが 飛散し大気汚染、 水質汚染の原因とも 
なります。 

限りあ る資源を有効に 使い資源循環型社会を 構築し、 環境汚染を防止し、 地球環境を健全な 状態で 
次世代に引き 継ぐことは私たちの 大きな責務ではないでしょうか。 

ジェイ・リライ ソ がめざす使用済み 蛍光 嘗め リサイクルとは   環境汚染を防止し、 可能な限り資源 

を回収し最大限に 有効利用を行 う 循環型のシステムです。 

2. 処理能力 

処理能力は、 日本で最大級の 設備です。 
18.3 トン 7 日 (12 時間稼動 ) 

111,600 本 / 日 (12 時間稼動 ) 

3. 使用済み蛍光管の 回収 
使用済み蛍光管の 再生率を向上するためには、 いかに破損せずに 工場へ持ち込めるかがキーボイン 

トです。 下の写真のような 専用容器に使用済み 蛍光 管な っめていただき 収集・運搬を 行います。 

専用ラック支管収納写真 SN ラック 珠管 収納写真 
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4. 破砕・分別 

工場内に持ち 込まれた蛍光 管は 、 下の写真に見られますよ う に、 ライン型は、 両端を切断後、 蛍光 

体を抜き取り、 破砕 し 、 ガラス、 口金を回収します。 また、 サークル管の 場合は、 破砕しその後、 蛍光 

体、 ガラス、 口金を回収します。 

ライン型の処理 サークル管の 処理 

b. 洗浄・乾燥 

洗浄・乾燥工程では、 酸 ・アルカリ・キレートの 各溶液で洗浄し・、 加熱乾燥 し 水銀その他の 不純物 

を除去しそれぞれ 再生原料として 使用可能な清浄 度 にします。 

6. リサイクル原材料 

リサイクル原材料 は 、 下表に示しますよ う に最大限有効利用致します ， 

        サイクル原材料 用 途 

ガラスカレット ( 錫 無し )  リサイクル蛍光 管 

ガラスカレント ( 錫ィ 寸 き )  路盤材、 プランター、 工芸品 

リサイクル蛍光 管 

セメント原材料   金属原材料 

刀 k 金貝， 蛍光背   

  
ジェー イ   リライツ は、 更なるリサイクル 方法及 0       用途を開発・ 改良しゼロエミッション 実現にむけ 

て 日夜努力していきます     

廃棄物処理 は 、 全世界の人々のかかえる 重要な問題であ る ど 同時に新しい 資源開発への 要素でもあ 

ります」 本 リサイクル事業をご 理解いただき 皆様のご指導、 ご協力によ。 、 21 世紀の循環型社会をご   

  - 緒に構築していこうでばあ りませんか。 

これからも、 ジェイ・リライツをよろしくお 願いします   
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